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Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
経
緯

　
仙
台
市
Ｓ
Ｃ
は
、
全
国
の
セ
ン
タ
ー

に
先
駆
け
て
平
成
31
年
４
月
１
日
に
事

業
継
続
計
画
（
以
下
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
策

定
し
た
。
そ
の
後
、
令
和
３
年
６
月
12

日
に
改
訂
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
な

ど
が
発
生
し
た
際
に
損
失
の
最
小
化
を

図
り
、
で
き
る
だ
け
早
期
の
業
務
再
開

に
向
け
て
態
勢
を
整
備
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
行
動
計
画
で
あ
る
。

　
セ
ン
タ
ー
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
ま

で
の
経
緯
に
は
紆う

余よ

曲
折
が
あ
っ
た
。

平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で
、

仙
台
市
は
最
大
震
度
６
強（
宮
城
野
区
）

を
記
録
し
、
甚
大
な
人
的
・
物
的
被
害

を
受
け
た
。
そ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
で
は
早
く
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必

要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
セ

ン
タ
ー
事
務
所
が
、
公
益
財
団
法
人
仙

台
市
健
康
福
祉
事
業
団
が
管
理
す
る
建

物
に
入
居
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
大
規

模
災
害
発
生
時
は
、
健
康
福
祉
事
業
団

の
指
示
に
従
っ
て
対
応
す
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
い
た
た
め
、
セ
ン
タ
ー
独

自
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
必
要
性
は
感

じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
髙
橋
公
義

専
務
理
事
兼
事
務
局
長
は
振
り
返
る
。

　
セ
ン
タ
ー
は
事
業
面
で
仙
台
市
と
密

接
な
関
連
が
あ
る
こ
と
か
ら
市
の
外
郭

団
体
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
、

経
営
状
況
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

る
。
そ
の
評
価
項
目
の
中
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ

の
対
応
が
あ
る
こ
と
、
国
内
で
さ
ま
ざ

ま
な
自
然
災
害
が
起
き
て
お
り
、
か
つ

そ
れ
が
甚
大
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
危
機
管
理
体
制
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
に
至

っ
た
。
そ
こ
で
平
成
30
年
か
ら
セ
ン
タ

ー
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成
に
着
手
し
た
。
当

時
の
事
務
局
長
を
中
心
に
、
次
長（
現・

髙
橋
事
務
局
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
事

務
局
職
員
で
作
業
を
進
め
た
。

　
当
時
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い
る
セ

ン
タ
ー
は
見
つ
か
ら
ず
、
参
考
と
す
べ

き
先
行
事
例
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
仙
台
市
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

【
自
然
災
害
対
策
編
】」や
宮
城
県
の「
み

や
ぎ
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
参
考
に
し
た
。

令
和
３
年
改
訂
の
経
緯
と
内
容

　
平
成
31
年
４
月
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
と
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　仙台市ＳＣでは、全国のセンターに先駆けて平成31年に
事業継続計画（ＢＣＰ）を策定した。大地震などの緊急事
態が発生した際の損失の最小化を図り、できるだけ早期の
業務再開に向けて態勢を整備するため、五つの基本方針で
目的を明確にし、大規模災害発生時の対応として災害対策
本部の設置や、発災後の 4段階のフェーズごとに実施項目
などを具体的に定めているのが特徴だ。

緊
急
事
態
発
生
時
の
態
勢
と

フ
ェ
ー
ズ
ご
と
の
対
応
を
定
め
る

公
益
社
団
法
人

仙
台
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

（
宮
城
県
）
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同
時
期
に
着
任
し
た
当
時
の
事
務
局
長

は
、
仙
台
市
若
林
消
防
署
長
を
務
め
た

こ
と
も
あ
る
人
物
だ
っ
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
の
災
害
対
応
に
当

た
っ
た
経
験
や
災
害
支
援
の
知
見
も
豊

富
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容

を
精
査
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
き
な

変
更
点
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
で
き
る
だ
け

具
体
的
な
行
動
に
落
と
し
込
む
こ
と
が

重
要
と
の
助
言
を
受
け
て
、
内
容
を
改

め
ま
し
た
」
と
髙
橋
事
務
局
長
。

　
具
体
的
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
基
本
と
さ

れ
る
次
の
四
つ
の
段
階
ご
と
に
実
施
す

る
項
目
、
災
害
対
策
本
部
な
ど
の
役
割

を
よ
り
詳
し
く
分
か
り
や
す
い
内
容
に

改
め
た
。

①�

Ｂ
Ｃ
Ｐ
発
動
フ
ェ
ー
ズ
（
発
災
後
３

日
以
内
）

②�
業
務
再
開
フ
ェ
ー
ズ
（
発
災
後
１
週

間
以
内
）

③�

業
務
回
復
フ
ェ
ー
ズ
（
発
災
後
１
か

月
以
内
）

④�

全
面
復
旧
フ
ェ
ー
ズ
（
復
旧
状
況
に

よ
る
）

　
そ
し
て
、
令
和
３
年
６
月
12
日
に
Ｂ

Ｃ
Ｐ
を
改
訂
し
た
。
な
お
、
６
月
12
日

は
、
昭
和
53
年
に
宮
城
県
沖
地
震
が
発

生
し
た
日
で
あ
る
。
当
時
の
人
口
50
万

人
以
上
の
都
市
が
初
め
て
経
験
し
た
都

市
型
地
震
の
典
型
と
い
わ
れ
て
お
り
、

仙
台
市
は
こ
の
日
を「
市
民
防
災
の
日
」

に
定
め
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
防

災
意
識
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
も
、

毎
年
、
市
民
防
災
の
日
に
合
わ
せ
て
Ｂ

Ｃ
Ｐ
を
見
直
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
訂

な
ど
の
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
る
。
髙
橋
事
務
局
長
は
「
実
際
に

対
応
で
き
る
内
容
か
ど
う
か
、
随
時
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
検
証
し
、

見
直
し
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
」

と
話
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
概
要

　
セ
ン
タ
ー
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
概
要
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

●
対
象
と
す
る
災
害

　
通
常
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
は
地
震
・
火
災
・

テ
ロ�･�

重
篤
な
感
染
症
な
ど
の
緊
急
事

態
の
原
因
と
な
り
得
る
事
象
を
対
象
と

す
る
が
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
震
度
５
弱

以
上
の
地
震
、
暴
風
や
大
雨
な
ど
の
特

別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
や
大
規
模

火
災
な
ど
の
災
害
を
対
象
に
し
て
い
る
。

●
基
本
方
針

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
基
本
方
針
と
し
て
、
次
の

五
つ
を
掲
げ
て
い
る
。

①�

役
職
員
と
会
員
お
よ
び
そ
の
家
族
の

人
命
を
最
優
先
す
る

②�

セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
維
持
す
る

③
発
注
者
か
ら
の
信
用
を
守
る

④�

就
業
提
供
責
任
を
果
た
し
、
会
員
の

就
業
を
確
保
す
る

⑤
職
員
の
雇
用
を
守
る

●
緊
急
事
態
発
生
時
の
組
織
と
活
動

　
緊
急
事
態
発
生
時
の
組
織
態
勢
は
、

大
規
模
災
害
の
実
態
に
応
じ
て
「
警
戒

態
勢
」
と
「
緊
急
態
勢
」
の
２
段
階
に

分
け
て
い
る
。

　
震
度
５
弱
／
強
の
地
震
の
発
生
や
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、
警

戒
態
勢
と
な
り
、
震
度
６
以
上
の
地
震

や
地
震
に
よ
る
重
大
な
被
害
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
緊
急
態
勢
へ
移
行
す
る
。

　
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
等
が
発
生
し

て
警
戒
態
勢
と
な
っ
た
場
合
、
職
員
は

自
身
の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
セ
ン
タ

ー
に
自
主
参
集
し
て
災
害
情
報
の
収
集

や
伝
達
、
業
務
へ
の
影
響
の
確
認
な
ど

被
害
の
状
況
に
応
じ
て
対
応
に
当
た
る
。

震
度
６
以
上
の
地
震
の
場
合
は
よ
り
上

位
の
緊
急
態
勢
に
移
行
し
て
、
理
事
長

を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
て
、
災
害
発
生
の
状
況
に
応
じ

人
気
観
光
エ
リ
ア
の
古
い
町
並
み
を
案
内
す
る
、
お
も
て
な
し
案
内
人
の
上
野
圭
子
さ
ん
（
写
真
上
）。写

真
下
は
、
高
山
祭
の
大
行
列
用
に
裃
の
着
付
け
練
習
を
行
う
「
着
付
け
同
好
会
」

大
規
模
災
害
に
備
え
て
、
事
務
局
で
準
備
し

て
い
る
防
災
用
品
の
一
部
。
毎
年
、
定
期
点

検
を
し
て
い
る
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て
全
面
復
旧
ま
で
の
対
応
を
行
う
。
な

お
、
態
勢
の
終
了
は
、
本
部
長
が
宣
言

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

●�

緊
急
事
態
発
生
時
の
役
員
等
お
よ
び

会
員
の
対
応

　
対
応
の
多
く
は
職
員
が
担
う
こ
と
に

な
る
が
、
理
事
や
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
、

各
班
の
班
長
は
会
員
（
班
員
）
の
安
否

確
認
を
行
う
こ
と
、
会
員
は
就
業
先
の

被
害
状
況
や
就
業
見
込
み
、
就
業
先
か

ら
の
要
望
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
災
害

対
策
本
部
に
適
宜
、
報
告
を
す
る
こ
と

と
し
た
。

災
害
対
策
本
部
の
態
勢

　
髙
橋
事
務
局
長
は
「
実
際
に
地
震
が

起
き
た
と
き
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
読
み
な
が
ら

行
動
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
平
時
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
目
を
通
し

て
理
解
し
て
お
く
こ
と
、
指
揮
命
令
系

統
が
き
ち
ん
と
機
能
す
る
よ
う
に
勉
強

会
を
繰
り
返
し
実
施
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
指
揮
命
令
系
統
は
、
緊
急
事
態
発
生

時
に
セ
ン
タ
ー
本
部
事
務
所
に
設
置
さ

れ
る
災
害
対
策
本
部
（
本
部
被
災
の
場

合
は
代
替
と
し
て
北
部
支
部
事
務
所
に

設
置
）
を
は
じ
め
、
広
報
対
応
、
総
務

班
、
業
務
班
、
北
部
班
を
設
け
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　
災
害
発
生
後
の
フ
ェ
ー
ズ
ご
と
に
対

応
す
べ
き
項
目
を
定
め
て
お
り
、
災
害

対
策
本
部
や
、
総
務
班
、
業
務
班
と
い

っ
た
班
ご
と
の
役
割
も
明
確
に
し
て
い

る
。
さ
ら
に
は
、
被
害
の
状
況
や
回
復

見
込
み
、
顧
客
へ
の
影
響
な
ど
各
フ
ェ

ー
ズ
で
情
報
共
有
す
べ
き
内
容
を
、
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

　
重
大
な
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
事
務
局
長
や
所
管
課
長
が
、
仙
台

市
健
康
福
祉
局
や
宮
城
県
Ｓ
Ｃ
連
合
会

と
も
情
報
共
有
を
行
い
、
連
携
を
図
る

仙
台
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
災
害
対
策
本
部
で
は
、
指
揮
系
統
と
役
割
を
明
確
に
し
、
緊
急
事
態
に
対
し
て
臨
機
応
変
か
つ
組
織
的
に
対
応
で
き
る

態
勢
に
し
て
い
る

災害対策本部員 本部長（理事長）、本部長代理（副理事長）、
副本部長兼総括担当（事務局長）、情報収集・連絡担当（事業課長）、
総務班長（総務係長）、業務班長（業務係長）、北部班長（北部所長）、
北部副班長（事業係長）

広報対応 副本部長兼総括担当（事務局長）、情報収集・連絡担当（事業課長）

総務班 総務班長（総務係長）、総務係職員

業務班 業務班長（業務係長）、業務係職員、就業コーディネーター、
家事援助コーディネーター

北部班 北部班長（北部所長）、北部副班長（事業係長）、事業係職員、
就業コーディネーター、家事援助コーディネーター

緊急態勢

警戒態勢
地震の場合：震度 6 以上

地震の場合：
　震度 5 弱／強 本部長

（理事長）

災害対策本部

業 務 班 総 務 班北 部 班

広報対応

本部長代理
（副理事長） 《情報収集・連絡担当》

（事業課長）

《総括担当》
副本部長

（事務局長）

北部支部
（所長）

本部事業課
（事業課長）

事業係長

全　　職　　員
（コーディネーター含む）

業務係長 総務係長

仙台市シルバー人材センター災害対策本部組織図
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こ
と
で
適
切
な
対
応
が
と
れ
る
態
勢
を

構
築
し
て
い
る
。

会
員
へ
の
周
知
、
注
意
喚
起 

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
た
こ
と
は
、
定
時

総
会
で
報
告
の
上
、
会
報
や
事
務
局
だ

よ
り
で
会
員
に
伝
え
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
会
員
に
は
、
大
規
模
災
害
発

生
時
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、「
仙
台
防

災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」（
仙
台
市
作
成
）

や
公
益
社
団
法
人
仙
台
市
防
災
安
全
協

会
が
作
成
し
た
防
災
に
関
す
る
冊
子
を

紹
介
し
た
り
、
そ
れ
ら
を
事
務
所
の
入

り
口
に
配
架
し
た
り
し
て
、
防
災
意
識

の
啓
発
に
も
努
め
て
い
る
。
な
お
、
現

在
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
事
務
局
で
の
対
応
を

定
め
た
内
容
で
あ
る
た
め
、
会
員
の
就

業
先
に
お
け
る
対
応
な
ど
を
含
め
た
Ｂ

Ｃ
Ｐ
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
だ
。

　
「
東
日
本
大
震
災
の
時
は
、
会
員
の

安
否
確
認
が
な
か
な
か
取
れ
ず
に
大
変

で
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

『
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ　
ｔ
ｏ　
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
』

を
通
じ
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
連
絡
を
確

認
で
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
利
用
を

会
員
に
促
す
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
中
で
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
『
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ　
ｔ
ｏ　
Ｓ
ｍ

ｉ
ｌ
ｅ
』
の
利
用
登
録
に
向
け
た
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
講
習
会
を
開
催
す
る
ほ

か
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
操
作
に
関
す
る
サ

ポ
ー
ト
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
大
規

模
災
害
が
起
き
た
と
き
、
自
分
は
何
を

し
た
ら
よ
い
の
か
、
事
務
局
に
安
否
を

伝
え
る
に
は
ど
う
い
う
手
段
が
あ
る
の

か
を
、
会
員
に
確
実
に
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
」

（
髙
橋
事
務
局
長
）

今
後
に
向
け
た
対
応
と 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
時
の
留
意
点

　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
髙
橋
事
務

局
長
は
、
会
員
を
対
象
に
し
た
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
会
を
開

催
す
る
意
向
だ
。

　
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
先
行

事
例
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
他
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
策
定
し
た
か

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
と
い
う
。

　
髙
橋
事
務
局
長
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
時
の

留
意
点
に
つ
い
て
、「
当
セ
ン
タ
ー
は
、

臨
時
職
員
を
含
め
て
職
員
が
35
人
（
令

和
６
年
12
月
時
点
）
い
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
対
応
は
、
組
織
の
規
模
や
役
職
員
の

人
数
、
理
事
長
が
常
勤
か
否
か
、
事
務

所
を
借
り
て
い
る
場
合
と
自
前
の
建
物

の
場
合
な
ど
の
前
提
条
件
の
違
い
に
よ

っ
て
、
対
応
で
き
る
範
囲
が
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
組
織
の
実
情
に
見
合
っ
た
対

応
を
検
討
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

ま
す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
。

�

（
増
山
美
智
子
）

事業運営状況� （令和元年度～令和 5年度）
年度 会�員�数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男性 女性 全体

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

令和元 1,999 794 2,793 0.9 2,126
（241,473） 76.1 7,606 1,166,371 5.3/94.7

2 1,924 771 2,695 0.8 2,063
（223,803） 76.5 6,628 1,099,904 6.4/93.6

3 1,891 814 2,705 0.8 2,044
（221,098） 75.6 6,857 1,074,690 6.1/93.9

4 1,923 884 2,807 0.9 2,079
（217,027） 74.1 6,773 1,076,827 7.8/92.2

5 1,888 932 2,820 0.9 2,092
（218,347） 74.2 6,497 1,133,812 7.1/92.9

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は請負・委任と労働者派遣事業が対象　　　※就業延人員は令和 2年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む
※令和 5年度以降は性別未回答の会員がいるため、会員数の男女計と全体は必ずしも一致しない

防
災
意
識
を
啓
発
す
る
た
め
に
、
本
部
事
務

所
の
入
り
口
に
防
災
関
連
の
資
料
を
配
架
。

会
員
が
い
つ
で
も
手
に
取
っ
て
見
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
る


